　　
通信　「所長のつぶやき」

第12回　あわやクラスの半分が留年！
(1) 何が何でもみんなで進級しよう！
　 　 学年末の３月は、成績や出席日数の問題で進級できるかどうか、はらはらする季節です。
　　　　私が高校２年の時のことです。熱心な若い先生に世界史の授業を担当していただきました。世界史
はもちろん外国のことを勉強するわけで、カタカナの言葉がいっぱい出てきます。これを覚えるのが
大変でした。また、ある時代に、ローマで起こっていることと中東で起こっていること、中国で起こって
いることなどを関連づけて理解しなければなりませんでした。そんなことから、なかなか難しい科目で
した。それに輪をかけて大変だったのが、定期試験の難しさでした。どうも大学の入学試験問題を参
考に定期試験の問題を作っておられるようでした。クラス全員の成績は低迷し、よい人で5、60点、
クラスの半分が３０点以下という状態でした。私が学んでいた名古屋盲学校の高等部では、年間の平
均点数が３５点以下だと単位が認められず、仮進級または留年となってしまいました。このままではク
ラスの半分が留年という危機的な状態で３学期の学年末試験を迎えました。
　　　 同級生にＴくんという弱視の人がいました。Ｔくんは本屋が好きで、よく立ち読みをしていました。受
験参考書ももちろんのように見ていたようです。
　　　　学年末試験の直前の授業中に、どんな傾向の問題なのかを先生に根掘り葉掘り尋ねました。それ
までの試験問題の内容から、先生が参考にしている問題集の目処が付いていました。試験範囲と問
題の傾向からどの問題が出題されるかを問題集の中から何十問か選び、Ｔくんが本屋で書き写して
きました。何と４時間ぐらいかけて写したと言っていたと思います。これをクラスのみんなで共有し、よく
理解できない者は丸暗記しました。結果はずばり的中！最低でも９０点という、今までには考えられな
い成績でした。一発逆転！全員無事に進級です。先生は何が起こったのかわからないという状態でし
た。しかし、試験に関しては不正行為をしたわけでもなく、問題にはなりませんでした。（本屋で本を買
わずに写したというのは不正行為でしょうけど。）
(２) 雑草のように生きたＴくん
　　　　Ｔくんは、父子家庭で育ち、お父さんが高齢だったため、経済的にも苦しい状況でした。高校生の頃
から工場の掃除や新聞配達など、いろいろなアルバイトをしていました。新聞配達をしてから登校する
ので、自転車で学校に来ることもありました。もちろん、これらは校則違反です。しかし、そのことで処
分を受けたという話は聞きませんでした。先生方も見て見ぬふりをしてくださっていたのかもしれませ
ん。Ｔくんは、私と一緒に専攻科理療科に進学し、その後、大阪府立盲学校の理学療法科に進学して理
学療法士として働いていました。５０歳をいくらか過ぎた頃、働いていた高齢者施設をやめてデイサー
ビスの株式会社を作りました。「今新しいことに挑戦しないと定年を迎えてからではできない」と！
雑草のように生きてきたＴくんですが、この時も積極的に生きようとする姿勢に感心しました。私を
育ててくれた大切な一人であるＴくんですが、一人で暮らしていた家を訪ねて行った知り合いに、亡く
なっているのを発見されたそうです。今となっては遅いのですが、もっといろいろなことを語り合いた
かったですね。
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